
国土交通省　革新的河川管理プロジェクト　開発チーム№9 クラウド・メンテナンスフリー型ンテナンスフリー型

※寒冷地仕様はのぞく

クラウドに
データ集約

通信回線
3G/LTE自動切替

株式会社　日立製作所

長年にわたり社会インフラを支えてきた豊富な
SI 経験・ノウハウをベースにした、高い信頼性
・運用性・拡張性を兼ね備えたクラウド。
独自の仮想化機構などにより、セキュアで安定
したクラウド環境を実現します。

株式会社　オサシ・テクノス

クラウド 水位計

省電力設計の簡易水位計を全国に提供し続けて
30年。過酷な屋外環境でも確実に観測・伝送
させるノウハウがあります。
国内に自社工場をもち、保守メンテナンスも
迅速に対応可能です。

確実な情報伝達
を実現させるため、クラウド・水位計、互いに
長年の実績で培ったノウハウを持ち寄りました。

過酷な自然環境、予期せぬ集中豪雨
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　↑比較的精度がよく実運用に耐えうる【水圧式】、【超音波式】に対応

⽔位計カテゴリー⽐較

●複数の通信手段

●記録は二重化

3G 回線と LTE 回線の自動切替方式で山間部から都市部までカバー。
山間部で 3G回線が確保できない場合は、特定省電力無線タイプも
用意しています。将来的に LPWA回線の対応も可能。

データロガーに蓄積したデータとクラウド送信データで二重管理可能。

●洪水時も平常時も
洪水時の観測だけでなく、平常時の観測も低コストで実現。
既存水位計の補強としても活用できます。

2016 年 11 月

2017 年 8月

2017 年 9月

2017 年 12 月

2017 年 12 月

国土交通省「革新的河川管理プロジェクト」始動

国土交通省、民間企業と共に『洪水時に特化した低コストな水位計』の実証実験開始。
→( 株 ) 日立製作所、( 株 ) オサシ・テクノス共同参画。

相次ぐ豪雨被害を受け、国土交通省、全国の中小河川を緊急点検すると発表

国土交通省「中小河川緊急治水対策プロジェクト」とりまとめ
→中小河川一斉点検結果を踏まえ、土砂・流木対策、再度の氾濫防止対策、洪水時の水位監視を実施。
　洪水時の水位監視に低コスト水位計を導入（約 5,800 箇所）全体事業費約 3,700 億円。　

国土交通省『洪水時に特化した低コストな水位計』第一弾の開発完了を発表。
→日立＆オサシの水位計は技術仕様適合の評価を受けた 6チームに入る。（全 12チーム）

国⼟交通省
専用回線 専用回線統一河川情報

クラウドセンター

水位情報
データベース河川情報 地図情報

国⼟地理院
電子国土

地図
データベース

●設置は容易

●無日照 14日間

●セルフメンテナンス機能充実

各パーツは小型軽量。
通信機付データロガーは単管・支柱等に固定、
水圧式水位センサはケーブルを保護管などで
カバーの上、堤防に固定します。

独自の省電力設計により、バッテリーと
ソーラーの組合せで無日照 14日間を実現。

水位データ送信毎に、機器の状態監視データも
送信。（電波レベル、内部温度、電源電圧）
センサ、計測器、通信機の死活監視をクラウド
で実施できます。

■監視・伝送イメージ

■現地設置機器（⽔圧式の場合） 

既存観測システムとの関係（システム構築例）

重要施設等
がある場所

洪水氾濫の恐れが
高い箇所 河川全体の洪水等の状況を

把握できる代表的な箇所

※超音波式も対応可能

通信機能付
水位
データロガー

ソーラー

水圧式
水位センサ

オサシ水位計

国土交通省
仕様データ

閉域

オサシ・⽇⽴
独⾃サービス
（オプション）

平常時データ 他

観測ピッチは水位上昇スピードで
自動可変

平常時：10分毎

※超音波式も対応可能

開発の背景

㈱⽇⽴製作所、㈱オサシ・テクノス開発チーム

⽇⽴＆オサシチームの⽔位計概要

通信回線：3G/LTE ⾃動切替

水位情報

河川情報
データベース

水位データ
地点クリックで詳細情報へ

インターネット上で情報共有

地図情報

自治体管理者向け
水位情報提供

降雨時：5分毎

⽔位情報
+地図情報
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